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明治期における公 開行事の実施と学校教育の展開

橋本勝 （静岡英和 学院大学）

●問題設定

　本報告で は、明治後半期の 日本に おける学

校行事の 歴史的研究を試みた い 。学校行事の

中か ら、学校教育の 内容を公 開する 「教育展

覧会」や 「学芸会」 を と りあげ、こ れ らの 実

施が、明治後半期 の 小学校 に関す る国家的な

教育の 動向 とどの よ うに関わっ たか を検討 し

た い と考えて い る。

　報告者は、2010 年に本学会第 62 回大会 に

お い て 「明治期学校行事 の 『公開』的な側面

に 関する検討」と い うテ ー
マ の 報告 を行 っ た、

そ こ で は、理化学器械の 実験、また生徒 の 作

文 ・図画 ・習字などの 学校教育に関わ る内容

を公 開す る学校行事 には、
一

方 で は、近代的

な学校教育の 文化的な先進性や優越性 を、地

域住民 に 「見せ る1 こ とによ り、 小学校 を地

域社会へ普及 させ た とい う面 と 、 また
一

方 で

は、児童 と保護者をそ うした行事 に関わ らせ

るこ と により 「見 られ る」 立場に立たせ 、小

学校の 主体的な担い 手に して い っ た とい う面

があ る の で はない か、と考えた。

　今回 の 報告で は 、こ うし た学校行事の 実施

が、小 学校に 関する 国 に よ る法令や政策 とど

う関わ る の か を検討 した い と考 え て い る。

　明治期に おける学校行 事として は 、 試験の

公 開や国家祝祭儀式な どもあ り、 これ らに は、

直接的な法令や規則 が あ り、そ の 政策的な意

図を読み取る こ と が で きるが、今 回 とり上げ

る教育展覧会や学芸会に は、そ うした直接的

な規定が存在 して い ない 。しか し、国家的な

規定が無 い 学校行事だか らこ そ、教育展覧会

や学芸会 の 実施 に は、教育現場 の 当事者 たち

が、国家の 教育法令や政策を、ま た 、日々 の

教育現実をどう捉え、ど う対応 しようしたの

か が表出されて い る とも考えられ るだろ う。

　そ こ で 、本報告で は、まず、明治 19 年 4
H に出された小学校令 （第 1 次小学校令）、ま

た、そ の 明治 23年の改正 （第 2 次小学校令）、

そ して 、明治 33 年 （第 3 次小学校令）及び

明治 40 年 （第 4 次小学校令）の 改正 、とい

うよ うに 小学校令 の 改正 に 即 し て
、 3 っ の 時

期を 区分し、教育展覧会や学芸会 の 実施 が、

国家的な小学校政策 とどの よ うに関わる の か

を検討 し
、 教育現場の 当事者たちが、国家的

な教育法令 ・政策、日 々 の 教育課題 に どの よ

うに対応 した の かに接近 した い 。

1．第 1次小学校令期

　小学校令は、森有礼が明治 18年 12 月 に初

代文部大臣に就任 し た翌年 4 月 に出 された。

こ れ に よ り、父 母後見人等が学齢児童に普通

教育を受けさせ る義務や、また、授業料や寄

付金 で 運営され る尋常小学校 と高等小学校と、

そ して 尋常小学校の代用 とし て 公費で 運営す

る小学簡易科な どが規定 された。

　第 1 次小 学校令当時の 明治 10 年代後半 か

ら 20 年代初頭に か け て、各地 で 教育展覧会

が開催 され始め て い る。そ の 特徴 としては、

まず、郡などを単位 とする複数の 小学校が参

加 し て 開催されたケ
ー

ス が多い 。そ こ では、

生徒の成績品、教具 ・教材、諸表簿な どが出

展され、優秀な作品を出展 した生徒個人 に対

して は 、審査 の 結果、1 等 2 等の 等差 に即 し

て褒賞を与え、学業を奨励 しただ けで な く、

学校に 対 して も優劣を審査 し、等差をっ け表

彰 し、競争的 に学校を 整備 し、優れ た 学校 を

規範的なモ デル と して 公 開 し ようとした。

　こ の 当時の 小学校政策につ い てみ て み ると 、

文相の森有礼は、授業料の 負担が 困難 な大多

数の 子弟の た め に、整備 され た学校 を普及 さ

せ る とい うよ り、む し ろ、代用的な最低限 の

小学簡易科を普及 させ た い とい う構想 を持 っ

て お り、また、競争に 関して は、生徒個人 に

よ る もの につ い て は 否定的で あ っ た 。

　教育現場 の 当事者た ちは 、学校の 整備 に っ

い て は 、理化学器械を購入するなどして 学校

を充実させ よ うとい う動きが 見 られる 。 また 、

就学に つ い て は、小 学簡易科ではな く、高等

小学校 へ とつ ながる正 規の 尋 常小学校 が、授

業料を負担して まで も選択 され て い る。こ の

時期 の 教育展覧会は 、内容を整備 ・充実 させ

よ うとす る学校や、授業料を負担で き、上昇

志向をもっ 保護者 と その 子弟 の 競争 の 場で あ

っ た 。 こ れ らの動き に は、森文相 ら教育政策

者の意図との 齟齬が指摘 で きる 。

2．第 2 次小学校令期
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　明治 23 年 10月 7 日改正 の第 2次小学校令

で は 、第 1 条で 、小学校の 目的を 「道徳教育

及国民教育ノ 基礎 」 を授け る こ とと明示 し、

また、そ の 基礎 とな る教育勅語 が 同 月 30 日

に渙発 され、翌年に は 小学校祝 目大祭 日儀式

規程が出され、そ の 後、天皇制儀式 と結びっ

か られた教育展覧会も見 られる よ うになっ た。

　 こ の 時期の 教育展覧会で注 目し たい の は、

まず、個 々 の 学校が 実施するケ
ー

ス が 出てき

て い る点で ある。第 2 次小学校令で は、第 25

条で 、市町村に よ る小学校の 設置義務が規定

されて い る。また、明治 22 年 の 市制 ・町村

制に よ りス タ
ー

トした新 しい 市町村に は 、自

然村 と行政村との 葛藤 も考え られ る。こ う し

た時期 の 教育展覧会の 実施は、小学校設置義

務の 遂行 と、新 しい 市町村 の 統合 の 具現化 と

考える こ ともで きるの で はな い だ ろ うか 。

　次に、教育展覧会が、学校が地域住民や家

庭との 関係をつ くっ た とい う点にも注 目した

い 。明治 24 年 の 小学校教則大綱の 説 明 に は、
「家庭 トノ 気脉 ヲ 通 ス ル ノ 方法 ヲ 設ケ相提携

シ テ児童教育ノ効ヲ奏セ ン コ ト」 とあ り、ま

た、当時の 学校管理 書に は、学校 と地域住民

や保護者 との 関係づ くりの ため に、教育展覧

会等の学校行事を開催する こ とを勧め る もの

が見 られ、実際に、教育展覧会に は多くの 地

域住民 保 護者が参観 した と報告 され て い る。

　そ して 、こ の 時期の 尋常小学校は、形態 と

し て は単級学校が 多くを 占め て い たが、単級

学校を維 持 し て い く工夫 とい う面 か らも、教

育展覧会を検討する必 要がある と考え て い る 。

　以上 の よ うに、こ の時期の 教育展覧会は、

新 しい 地域社会の統合や、そ うした地域 と学

校 との 関係づ くり、また学校 と家庭 との 関係

づ くり、そ し て、単級学校の維持な どを促進

し た側面があるの で はない か と思われる。

3．第 3・4 次小学校令と教育展覧会

　明治 33年 8 月 に第 3 次小学校令が公 布さ

れ、尋常小学校は、3 年制が廃止 され 4 年制

に統
一

され、初め て義務教育が
一

つ の 課程と

な り、そ の 授業料徴収は原則 と して廃止 され

た。そ して 、別 々 に規定され て い た教則 、設

備 、学年 ・休 日な ど諸細則が小学校 令施行規

則 にま とめられ、統
一

的に 示 された 。 さらに、

明治 36 年の第 3 次小学校令の
一部改正 によ

り教科書が 国定化 され、明治 40 年 の 第 4 次

小学校令に よ り尋常小学科修業年限が 6 年

制化 され た。 こ う して 、近代的な小学校教育

は、制度的整備 の 面 で
一
応の完成を 見 た とい

うこ とがで きるだろ う。

　明治 30 年代か ら明治期終盤にか けて の教

育展覧会は、父兄懇話会などとの 結びつ きが
一

層強くなるが、それ以外 の 特徴と して、ま

ず、明治 20 年 代 で は 「小学生徒成績品 」、「小

学校教員ノ意匠及制作品」 と、だれ の 製作物

か に よ り募集 ・出展 され たが、明治 30 年代

に は、教授 ・訓練 ・管理 ・衛 生 とい っ た学校

教育の 機能 に よ り分類 ・整理 され て い る。

　教育展覧会によ り、全県 ・郡 にわた っ て教

授 ・訓練 ・管理 ・衛生な どの 教育機 能 の 視点

が共有 され、他 の 小学校 、あるい は他 の 教師

の 実践事例 の 比較検討や活用が容易にな り、

制度的な整備 された小学校教育は、機能や内

容 の 水準 も向上させ た面 もあ る と考え られ る。

　また、それ の み な らず 、尋常小学校へ の 就

学率が 90％を超 える
一

方 で 、 同
一

学年内 で の

学力格差や劣等児の 問題 も生 じて きた が
、 教

育展覧会には 、 こ うした当時にお ける新 しい

教育課題に関する実践事例も出展 され て い る。

　そ して 、学力格差だけ で な く、学校形態が

多級 学校に移行す る中で、それ まで単級学校

を支え て い た家族主義的 な学級像が動揺 した

とい われ て い る が、当時 さかん に な っ て きた

学芸会 の 実践 も、家族主義に代わ る新 しい 学

校 ・学級の 統合イ メ
ージ の 創出に関わ っ て い

る の で はな い か と考え て い る。

　4．まとめと考察

　 教育展覧会や学級 会などの 公 開行事が天

皇制教育を地域社会に根付 か せ た とす る先行

研究がある。 しか し 、 それだけで な く、
こ う

した行事に は、教育現場の 当事者が 、 その 時 々

の 教育法令 ・政策 ・課題をふまえ 、 小学校 と

地域の 人 々 や保護者 との 関係 を近 づ け、小学

校そ の もの を地域社会 に根付かせ、また、そ

の 時 々 に考え出された他 の 学校 ・教師の 実践

の 相互的な学び合い 、さらに、新 しい 課題 ・

問題 に対応 し よ うとする活動が、集約的に表

出された側面が ある 、 と考えて い る。
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